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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年７月２２日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗揚（養殖施設） 

発生日時 令和８年２月３日 ２０時００分頃 

発生場所 長崎県五島市新椛
かば

島漁港（本
もと

竃
がま

地区）北西方沖 

 伊
い

福
ふ

貴
き

港島防波堤西灯台から真方位０３８°１.４海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３２°４６.４′ 東経１２８°５９.１′） 

事故の概要 漁船千
せん

栄
えい

丸は、航行中、養殖施設に乗り揚げた。 

千栄丸は、ブラケット（プロペラシャフト支持部分）に亀裂を生じ

た。また、養殖施設は、枠綱に破損を生じた。 

事故調査の経過  令和８年２月５日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事務

所）を指名した。 

なお、後日、１人の地方事故調査官を新たに指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 千栄丸、４.６トン 

 ＮＳ３－５０３８３６（漁船登録番号）、個人所有 

 １２.２８ｍ（Lr）×２.４９ｍ×０.８６ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数３５、平成元年１月２８日 

 乗組員等に関する情報 船長 ５０歳 

 一級小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成２０年３月１４日 

  免許証交付日 令和４年７月１９日 

         （令和１０年３月１６日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 ブラケットに亀裂（写真１参照） 

養殖施設 枠綱に破損（写真２参照） 
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 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 上げ潮の末期 

 事故の経過 (1) 事故発生場所（新椛島漁港（本竃地区）沖）付近の状況 

  ① 養殖施設の敷設（漁業権の設定） 

新椛島漁港（本竃地区）は、五島市椛島北部の西側に位置

し、同漁港沖の北西側海域には、第一種区画漁業権が設定され

ており、同漁業権の区域内（以下「本件養殖区域」という。）

に、周年（１月～１２月）、養殖施設が敷設されていた。 

なお、新椛島漁港（本竃地区）沖の南西側海域には、漁業権

が設定（養殖施設が敷設）されておらず、航行の支障となるも

のはなかった。 

  ② 簡易標識灯 

養殖施設の外周には、簡易標識灯が６基設置されていた。 

簡易標識灯は、灯色が赤光又は黄光であり、いずれも灯質が毎

４秒に１閃光（４秒毎に１回点滅）、光達距離（光源が放つ灯光

が届く最大距離）が約３km であった。なお、本事故時、いずれ

も正常に点灯していた。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 枠綱の損傷状況 

（養殖施設の所有会社提供） 

写真１ 本船の損傷状況 

（漁業協同組合提供） 

破損箇所 

亀裂箇所 

ブラケット 

プロペラシャフト 
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(2) 出航から漁場出発に至るまでの状況 

本船は、船長及び甲板員が乗り組み、はえ縄漁のため、令和８

年２月３日０３時頃に長崎県佐世保市楠
くす

泊
どまり

漁港を出航した。 

本船は、０７時頃、椛島南東方沖の漁場に到着し、操業を開始

した。 

船長は、１６時過ぎ頃に操業を終え、本船を漂泊させ漁具の片

付け作業や翌日の操業準備を行った。 

船長は、漁具の片付け作業等を終えた後、本船を漁場で漂泊さ

せたまま、翌日早朝からの操業開始まで休息を取ろうと思ってい

た。 

この時、甲板員から、漁場で休息すると、スマートフォンの電

波を受信できず、ウェブサイトの閲覧等ができないと言われたの

で、船長は、漁場から近く、過去に一度出入航経験のある新椛島

漁港（本竃地区）に入航することを思い付き、同漁港に向かうこ

ととした。 

（図２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 本件養殖区域及び簡易標識灯の概略位置 

本件養殖区域 

椛島 

ツブラ島 

新椛島漁港（本竃地区） 

椛島 

：簡易標識灯(赤色) 

：簡易標識灯(黄色) 

長崎県五島市 
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(3) 過去の船長の新椛島漁港（本竃地区）入航時の操船 

船長は、過去に新椛島漁港（本竃地区）の南西側海域を操船

し、本船を安全に入航させることができたが、同漁港北西方沖に

養殖施設が敷設されていることを知らなかった。なお、その時も

夜間であり、同養殖施設の存在に気付かなかった。 

(4) 船長の水路調査の状況 

船長は、ふだんからＧＰＳプロッターで水深を確認しながら操

船すれば、浅所に乗り揚げることなく、安全に航行することがで

きると思っていたので、水路調査を行ったことがなく、また、本

事故時も水路調査を行っていなかった。 

海上保安庁の海しる（海洋状況表示システム）*1には、定置漁具の

設置箇所（定置漁業（第二種共同漁業の小型定置漁具を除く）、区画

漁業（養殖場）、共同漁業（第三種餌付漁業、つきいそ（人工的な漁

礁）漁業））が図示されていた。なお、本件養殖区域は、区画漁業

（養殖場：くろまぐろ小割式養殖業）として図示されていた。船長

は、そのことを知らなかった。 

(5) 本船のレーダー及びＧＰＳプロッター画面の表示 

  ① ふだんレーダー画面上に養殖施設の映像が表示されていた。

そのため、船長は、港口が狭く港内に養殖施設が敷設された楠

泊漁港を操船する際、レーダーを活用して見張りを行ってい

た。 

 
*1 「海しる（海洋状況表示システム）」とは、海洋関係機関が収集・保有している海洋情報を集約し、衛星情報や海

上気象の情報などを地図上で重ね合わせて表示させる海上保安庁によるインターネットサービスをいう。 

URL：https://www.msil.go.jp/msil/htm/topwindow.html/ 

図２ 漁場、椛島等の位置図 

五島列島 

椛島 

漁場 

長崎県 

福江島 

楠泊漁港 
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② ＧＰＳプロッターの地形図には、本件養殖区域を示す線が表

示されていなかった。 

(6) 本事故発生に至る状況 

船長は、新椛島漁港（本竃地区）北西方沖に養殖施設が敷設さ

れていることを知らないまま、１８時過ぎ頃、操縦席に腰を掛

け、レーダー及びＧＰＳプロッターを作動させ、椛島に向けて本

船を航行させ始めた。（航行開始時の喫水は不詳。） 

なお、甲板員は、操舵室内後部で休息していた。 

その後、船長は、本船を手動操舵で北西進させ、本船が椛島南

東方近くに至った際、椛島北方沖から最短距離で新椛島漁港（本

竃地区）に向かうこととした。 

船長は、本船が椛島北方沖を過ぎて新椛島漁港（本竃地区）に

近づいた頃、周囲に他の船舶を見掛けず、また、養殖施設が敷設

されていないと思っていたので、見張りに当たってレーダーは必

要ないと思い、レーダーを停止させた。その後、約８ノットの対

地速力で本船を南南東進させ始めた。 

   船長は、船首遠方に新椛島漁港（本竃地区）の街灯の明かりが

数個見えたので、それらの明かりを目標とし、また、ＧＰＳプ 

ロッター画面上の水深数値が深かったので、進路上に障害物は存

在しないと思い、漫然と目視による見張りを行いながら操船を続

けた。 

   その後、船長が養殖施設に設置された簡易標識灯の灯光や養殖

施設の存在に気付かないまま、２０時００分頃に本船は養殖施設

に乗り揚げた。 

（図３、写真３、４ 参照） 
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図３ 事故発生経過概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 本事故発生後の経過 

船長は、突然、主機が停止したので、周囲を確認し、本船が養

殖施設に乗り揚げたことが分かった。 

船長は、本船の養殖施設からの脱出を試みたものの、脱出させ

ることができなかったので、海上保安庁に本事故発生を通報する

とともに、救助を要請した。 

本船は、翌日、養殖施設の所有会社の船舶によって養殖施設か

ら引き出された後、楠泊漁港に戻った。 

写真３ 養殖施設に設置された簡易標識灯 写真４ 養殖施設に乗り揚げた本船 

簡易標識灯 

養殖施設の所有会社提供 

養殖施設の所有会社提供 

ツブラ島 新椛島漁港 
（本竃地区） 

椛島 

 事故発生場所 
（令和８年２月３日  

２０時００分頃発生） 

本船 

本件養殖区域 

伊福貴港島防波堤西灯台 
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 その他の事項 (1) 船長の経歴及び視力に関する情報 

約３４年の漁業経験があった。 

裸眼視力は、両眼共に０.７～０.８であった。なお、年齢を重

ねたことによって夜間に操船する際、周囲の状況が見えにくいと

感じていた。 

(2) 双眼鏡に関する情報 

   本船には、双眼鏡が備えられていなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

(1) 養殖施設について 

養殖施設の外周には、簡易標識灯が設置されており、本事故

時、簡易標識灯が正常に点灯していたものと推定される。 

(2) 本船の運航予定及び実際の運航について 

船長は、本船を漁場で漂泊させたまま、翌日早朝からの操業開

始まで休息を取ろうと思っていた。しかし、甲板員から、漁場で

休息すると、スマートフォンの電波を受信できず、ウェブサイト

の閲覧等ができないと言われたことから、過去一度の出入航経験

に頼って新椛島漁港（本竃地区）に夜間入航することとしたもの

と考えられる。 

(3) 過去の船長の新椛島漁港（本竃地区）入航操船について 

船長は、過去に新椛島漁港（本竃地区）へ入航した際、南西側

海域を操船したことから、同漁港の北西方沖に養殖施設が敷設さ

れていることを知らず、また、その際も同養殖施設の存在に気付

かなかったものと考えられる。 

(4) 本事故時の船長の操船について 

① 船長は、本船が椛島南東方近くに至った際、新椛島漁港（本

竃地区）沖の北西側海域を操船するのは初めてであったもの

の、最短距離で同漁港に向かうこととし、その後、船首遠方に

同漁港の街灯の明かりが数個見えたことから、それらの明かり

を目標とし、本船を航行させたものと考えられる。 

② 船長は、次のことから、水路調査を行わなかったものと推定

される。 

ａ ＧＰＳプロッターで水深を確認しながら操船すれば、浅所

に乗り揚げることなく、安全に航行することができると判断

した。 

ｂ 海上保安庁の海しる（海洋状況表示システム）に、定置漁具

の設置箇所が図示されていることを知らなかった。 

③ ①及び②から、船長は、水路調査を行わず、新椛島漁港（本
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竃地区）北西方沖に養殖施設が敷設されていることを知らない

まま、本船を航行させたものと推定される。 

④ 船長は、本船が新椛島漁港（本竃地区）に近づいた頃、周囲

に他の船舶を見掛けなかったこと及び養殖施設が敷設されてい

ないと臆断したことから、見張りに当たってレーダーは必要ない

と判断し、レーダーを停止させたものと考えられる。このた

め、見張りを適切に行うことができないまま、本船を航行させ

たものと推定される。 

⑤ 船長は、次のことから、養殖施設の外周に設置された簡易標

識灯の灯光の存在に気付かなかった可能性があると考えられ

る。 

ａ 目標とする船首遠方の新椛島漁港（本竃地区）の街灯に意

識を向けて漫然と操船しており、自船から近い海域への注意

が散漫になっていた。 

ｂ 養殖施設の外周に設置された簡易標識灯の灯光は、視野に

入っていた可能性があるものの、養殖施設が敷設されていな

いと臆断し、簡易標識灯の灯光と認識していなかった。 

ｃ 年齢を重ねたことによって夜間に操船する際、周囲の状況

が見えにくい状況であった。 

(5) (1)～(4)から、船長が事前に水路調査を行わず、また、見張り

を適切に行っていなかったことから、本船は養殖施設に乗り揚げ

たものと推定される。 

原因 本事故は、夜間、船長が、あらかじめ航行海域の養殖施設の敷設状

況を調査しなかったため、また、レーダーを活用して海面状況を確認

するなど見張りを適切に行っていなかったため、本船が新椛島漁港

（本竃地区）沖の北西側海域を航行中に本件養殖区域に入り養殖施設

に乗り揚げたものと推定される。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、これまでに操船経験がない沿岸の海域を操船

する場合、あらかじめ海上保安庁の海しる（海洋状況表示システ

ム）等を活用して航行予定海域の定置漁具の設置箇所を調査して

おくこと。また、夜間、養殖施設が敷設されている区域を操船し

ないことが望ましい。 

・小型船舶の船長は、夜間、養殖施設が敷設されている区域を操船

する場合は、養殖施設に設置された灯光を目視で確認しつつ、

レーダーを活用して海面状況を確認しながら見張りを厳重に行う

こと。 

 ・小型船舶の船長は、操舵室に双眼鏡を備え、双眼鏡を活用して周

囲を確認すること。   


